
冏

師

を

語

ろ

千

葉

良

導

(
一
)

私
は
今
こ
こ
に
冏
師

一
代
八
十
年
の
生
涯
は
、
今
の
吾

々
に
何
を
遺
し
何
を
與

へ
ら
れ
た
か
、
吾

々
に
貽
さ
れ
し
賜
も
の
は
何
と
何

と

ノ

で
あ
る
か
を
考

へ
て
見
た
い
と
思
ふ
。
さ
て
茲
に
冏
師
と
呼
ぶ
は
、
わ
れ
ぐ

淨
土
宗
の
末
徒
が
六
百
年
の
鮮
忌

を
迎

へ
ん
と
す
る
了
譽

む

む

聖
冏
上
人
の
略
稱
で
あ
る
。
古
來
わ
が
淨
土
の
列
組
を
記
述
す
る
に
當
り
、
多
く
略
稱
を
用
ひ
ら
れ
て
居
る
。
安
譽
虎
角
は

「
冏
公
門
葉

講

些

鬢

如
稻
痲
竹
筆
」
(頌
譁

)
と
云
ひ
、
大
玄
は
「
黜

引
麟
論
判

一
代
」
(譏

探
)
と
、
齷

、
了
從
は
莪

委

有
黜

輿

獪
天

台
之
有
荊
溪
也
L
(跋
重
刻

頌
義

)
発

鎭
流
鶴

に
は

「
延
黔

釜

曾
根
聶

冏
公
赴
請
」
ζ

.蜥
商

《

羅

冏
師
と
鷺

し
て
ゐ
る

が
、
就
中
わ
れ
く

末
徒
と
し
て
は
、
冏
公
の
稱
呼
は
感
情
的
に
何
か
な
し
に
耳
障
り
の
や
う
で
あ
り
、
冏
組
と
云
へ
ば
尊
嚴
味
が
彊
く

し

て
親
し
み
氣
が
薄
く
、
冏
師
の
稱
呼
に
は
敬
慕
親
愛
の
氣
分
感
ぜ
ら
れ
何
か
な
し
に
自
然
的
な
感
じ
が
す
る
。
之
れ
蓋
し
聖
冏
上
入
の

略
稱
と
し
て
最
も
廣
く

一
般
的
に
通
用
さ
れ
以
て
今
日
に
至

つ
て
居
る
譯
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
私
も
慨
な

が
ら
略
稱
を
使
用
さ
せ
て
頂
く
事
に
す
る
。

冏
師
は
常
陸
國
岩
瀬
の
武
家
名
門
の
出
生
で
あ
る
諸
傳
記
に
は
後
村
上
天
皇
興
國
四
年
正
月
二
十
五
日
誕
生
と
あ
る
が
、
攝
門
は
十
月

冏

師

を

語

る
(千
葉
)

四
七



阻

八

+
吾

と
し
諸
簔

馨

し
(傳
通
院
誌
)
臺

ひ
て
墾

の
名
将

て
も
、
委
し
-
交
渉
畫

ね
て
居
る
。
興
國
四
年
会

へ
ば
北
驫

房
が

露
に
ぬ
れ
霧
に
し
ほ
れ
て
足
引
の
山
わ
け
衣
ほ
す
ひ
ま
も
な
し

と
詠
み
て
、南
朝
の
爲
に
崎
嘔
艱
難
東
奔
西
走
し
て
居
ら
れ
た
頃
で
、
恰
も
そ
の
歳
に
は
冏
師
と
同
國
な
る
常
陸
小

田
城
に
據
む
東
國
を
經

營

し
興
良
親
王
を
迎

へ
、
足
利
の
根
據
を
覆
さ
ん
と
謀
り
し
が
不
利
に
し
て
關
城
に
走
り
、
關
城
ま
た
陥
む
海
路
吉
野
に
歸
り
し
年
で
あ

る
。
冏
師

一
代
八
十
年
の
生
涯
は
、
南
朝
後
村
上
、
長
慶
、
後
籬
山
、
禰
光
の
四
朝
に
亙
り
、
足
利
氏
ま
た
四
代

を
重
ね
た
が
、
國
内
の

情
勢

「
此
頃
都
に
は
や
る
や
る
も
の
、
夜
討
強
盜
に
せ
綸
旨
宀
忍
人
早
馬
か
ら
騒
動

(中
略
)
下
尅
上
す
る
成
り
で
者
、
着
つ
け
ぬ
冠
、
上

の
衣
持
ち
畜

は
ぬ
笏
も
ち
㌣

窶

ま
じ
は
り
珍
ら
し
や
[
(驍

年
)
の
京
童
の
暴

さ
み
叢

は
な
ほ
相
ひ
蓼

、
警

轟

窿

に

て
は

此
こ
ろ
當
國
に
て
は
小
田
大
掾
水
戸
長
沼
な
ら
び
に
太
田
の
佐
竹
近
隣
、
陸
奥
に
は
岩
城
相
馬
白
川
二
本
松
、

下
野
に
那
須
宇
津
宮
、
.

下
總
多
賀
谷
等
そ
の
外
大
小
の
諸
家
、
或
は
南
朝
方
と
稱
し
、
或
は
北
京
方
と
な
り
、
た
が
ひ
に
威
を
振
ひ
勇

を
爭
ひ
て
片
時
も
靜
な

ら
す
。

冏
師
は
斯
か
る
天
下
爭
亂
の
眞
只
中
に
教
養
せ
ら
れ
苦
修
研
鑚
の
成
果
を
揚
け
ら
れ
し
事
、
諸
傳
筆
を
揃
え
て
「
通

霄
孜

々
、
不
倦
學
術
、

動

至
忘
身
命
、
精
修
苦
錬
有
年
于
茲
」
と
云
ひ
、
ま
た

「
性
相
顯
密
、
悉
皆
陶
錬
、
孔
老
詩
歌
、
莫
不
究
通
」
と
あ
る
。
叉
そ
の
浩
瀚
な

る
著
書
釋
述
に
し
て
も
、
戰
亂
中
よ
く
困
苦
缺
乏
に
堪
え
以
て
精
進
努
力
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
殊
に
直
牒
の
如
き

は

　
　

　

地
屬
干
戈
之
變
、
卒
然
負
笈
隱
于
洲
之
阿
彌
陀
山
、
石
屏
苔
床
、

以
乾
柿
之
齋
食
、
'
以
不
能
携
帶
典
籍
、

所
録
始
絡
、

凡
出
于
暗
記

(中
略
)不
省
飢
寒
・
從
事
筆
硯
・
遺
忘
居
諸
、
果
非
護
法
扶
宗
徹
骨
之
大
士
、
寧
得
克
之
乎
。

(直
牒
臥
)



こ

れ
諸
傳
の
等
し
く
傳
ふ
る
所
、
冏
師
が
阿
彌
陀
山
の
河
穴
、
石
屏
苔
床
の
裡
、
眞
の
困
苦
缺
乏
と
戰
ひ
つ
つ
、
當
時
二
瓰
三
代
正
義
の

溷
濁
を
憤
激
し
、
異
流
義
を
是
正
し
正
義
を
素
直
に
牒
示
し
、
そ
の
憲
章
に
盡
さ
れ
た
必
死
的
の
業
蹟
、
只
こ
の

一
事
蹟
に
つ
け
て
も
、

今
時
臨
戰
體
制
下
に
處
せ
る
吾
等
末
徒
と
し
て
、
大
に
反
省
を
要
す
べ
き
貽
範
で
あ
ぢ
う
と
思
ふ
。

ま
た
頌
義
及
見
聞
併

せ
て
三
十
八
卷
は
樹
内
對
外
爾
面
に
亙
る
批
判
論
、
そ
の
内
容
二
砠
三
代
未
顯
の
點
に
論
及
し
、
思
想
的
に
は
所

謂
「
定
判
」
を
逸
し
て
高
家
的
な
展
開
を
示
さ
れ
て
あ
る
が
、
其
の
著
述
の
事
情
に
就
て
、
大
玄
は
羨
の
如
く
述

べ
て
居
る
。

義
主
(冏
師
)
の
出
る
や
世
降
り
俗
薄
く
、
淨
誇
姦
曲
に
し
て
意
悃
誠
な
し
、
攻
伐

い
ま
だ
息
ま
す
干
戈
し
ば
く

動
く
、
南
北
の
緇
徒

と
雖
も
或
は
旌
旗
を
た
て
丘
ハ革
を
荷
ふ
者
あ
り
、
ま

x
聰
明
才
智
な
る
者
あ
れ
ど
も
、
多
く
は
利
名
を
徼

へ
て
道
徳
を
好
ま
す
、
實
に

、

出
離
を
求
む
る
者
千
中
に

一
を
得
が
た
し
。
是
よ
り
先
き
支
那
の
禪
衲
、
躅
を
繼
て
來
朝
し
、
五
山
十
刹
金
碧

照
曜
し
、
衣
服
の
制
、

鐘
鼓

の
聲
、
耳
を
富
し
め
目
を
悦
ば
し
む
、
人
豁
達
を
喜
び
海
内
諍
ふ
て
禪
に
入
る
。
醍
醐
の
上
味
あ
り
と
雖

も
彼
の
徒
も
亦
諍
ふ
て

へ

禪
に
入
り
、

お
も

へ
ら
ぐ
佛
法
ま
た
禪
に
過
ぐ
る
な
し
と
中
略

東
幅
の
虎
關
時
に
乘
じ
て
勃
興
し
釋
書
を
撰
ん
で
萬
世
に
垂
る
。
莫
の

言
に
曰
く
「
淨
土
の

一
門
は
傳
來
の
定
系
な
し
故
に
七
、家
の
列
に
非
す
、
是
を
寓
宗
と
名
く
國
の
附
庸
の
如
し
」
と
中
略
時
に
於
て
但
だ

虎
關
の
み
に
あ
ら
す
諸
宗
の
門
徒
淨
宗
を
下
し
観
る

こ
と
大
抵
こ
れ
に
同
す
。
中
略
圓
宗
の
入
禪
を
認
め
で
最

極
と
爲
し
、
指
方
立
相

は
是
れ
権
に
し
て
實
に
非
ら
す
、
驪
淺
狄
劣
に
し
で

一
も
取
る
所
な
し
。
但
だ
之
れ
如
來
方
便
誘
乳
し
で
、
愚
癡
の
男
女
を
し
て
下
種

結
縁

盆
し
む
、
豈
肘
に
西
方
の
在
る
有
ら
ん
や
、
、澆
風
日
に
湯
い
で
人
慢
幢
を
高
く
す
。
是
を
以
て
他
力
の
頓
教
時
機
相
應
耳
に
暫
く

聞
く
と
雖
も
意
全
く
督
ん
ぜ
す
、

以
て
開
化
す
べ
き
に
由
な
し
。
是
に
於
で
義
主
憤
激
痛
心
す
、
務
め
て
異
執
を
芟
り
邪
輪
を
摧

い
て

五
、が
鰐

毒

さ
ん
と
欲
す
っ
是
儀

て
事
羅

横
の
読
、
蓋
し
設
筝

ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
(譏

探
〉

冏

師

を

語

る
(千
葉
)

殴
九



五
〇

其

の
内
容
に
就
て
探
玄
鈔
に
は
解
義
の
要
目
、
小
初
後
頓
、
初
後
性
相
、
唯
理
唯
性
、
相
頓
淨
土
、
見
生
無
性
、

實
無
輩
品
、
實
義
無
諡

等

の
十
二
項
を
列
擧
し
論
述
檢
討
し
て
、
鸞
綽
導
室
辨
然
六
祗
の
義
に
あ
ら
す
、
隨
他
扶
宗
の
止
む
を
得
ざ
る
主
張
な
る
も
の
の
如
く
辨

じ
て
居
る
、
然
か
し
叉
よ
く
其
の

一
面
を
考
察
せ
ば
、
之
れ
を
單
な
る
隨
他
の
爲
の
強
調
な
り
と
手
輕
く
取
扱

ふ
べ
き
も
の
に
あ
ら
す
し

て
・
所
謂
導
室
辨
然
の
思
想
内
容
を
更
に
深
く
堀
り
下
け
檢
討
せ
ば
必
や
之
れ
に
到
達
す
べ
く
、
所
謂
「
盡
精
發
微
」
の
獨
創
に
し
て

「
釋

門

の
重
關
を
闢
き
組
佛
の
幽
路
に
通
し
」
以
て
組
道
を
憲
章
せ
る
も
の
と
見
ら
れ
得
べ
く
ゆ
さ
れ
ば
冏
師
自
ら
頌
義
の
最
絡
に
筆
を
添

へ

て

「
方
さ
に
今
釋
淨
土
二
藏
頌
義
三
十
卷
は
、
是
れ
淺
學
を
勵
ま
す
方
便
な
り
と
雖
も
殆
ん
ど
亦
深
信
を
勸
む
る
大
猷
な
り
」
と
、
殊
に

叉

そ
の
思
想
内
容
の
精
神
こ
そ
我
淨
土
宗
乘
が

「
永
く
時
代
に
生
き
ゆ
く
」
生
命
の
宿
す
所
で
あ
つ
て
、
吾
等
末
徒
の
爲
の
尊
き
洪
範
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
二
)

ま
た
次
に
冏
師
以
前
に
於
て
は
、
宗
乘
の
學
的
態
形
の
整
備
と
し
て
見
る
べ
夢
も
の
な
く
、
宗
組
に
し
て
も
二
租
に
し
て
も
要
す
る
に
、

在
來
佛
教

一
般
的
な
解
行
二
門
の
態
形
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
冏
師
に
至
つ
て
其
の
整
備
を
見
る
事
が
出
來
た
。
帥
ち
冏
師
に
よ
ら
ば
、

解
行
二
門
を
欄
き
て
教
興
、
教
相
、
宗
旨
、宗
義
及
び
行
儀
と
し
、
而

か
も
其
の
解
行
二
門
皆
共
に
「
信
」
よ
り
の
展
開
で
あ
る
と
述
べ
、
そ

し

て
是
等
解
行
の
實
際
的
修
養
の
實
現
と
し
て
、

一
面
縱
に
佛
祀
先
哲
の
歡
書
を
細
緻
檢
討
す
る
、
,解
義
の
方
面
と
、
ま
た

「
機
、
行
、

解
、
證
、
信
」
の
所
謂
五
重
の
綱
格
を
以
て
、
横
に
之
れ
を
綜
合
し
以
て
信
行
の
増
進
を
見
る

一
面
と
を
設
け
、

以
て
縱
と
横
、
解
義
と

信

行
、
分
解
的
と
綜
合
的
と
の
兩
面
態
形
に
於
け
る
宗
乘
の
學
的
機
構
の
整
備
が
師
の

一
代
指
導
の
上
に
於
て
見
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。



宗
乘
ー

(
分
解
的
)

ー
縱
ー

ー
横

ー
解
ー

解
義
分
i

F
行
ー

行
儀
分

人
蠏
鱇

す
)

岩

鱇
す
)

ー
教
興

(原
理
論
)

i
教
相

(批
剣
論
)

ー
宗
旨

(
一
般
的
實
踐
論
)
i

ー
宗
義

(
特
殊
的
實
踐
論
)
ー

實
體

(本
體
論
)
化
用

(形
相
論
)
實
義

(本
質
的
精
禪
)
ー

諮

(指
導
精
神
)
儀

っ
て
其
の
内
容
を
霧

す
・
一

全
佛
教

中

に
於

て
二
道

二
門

二
藏

二
一教
自
他

二
力

を
立
て
捨

聖
麟

淨
を
論
ず
。

㎜機
を
晶貢
へ
ば
賠随
他
傍
正
、

性
習
不
同
執
法
各
一異
な

れ
ば
願

非
願

の
差
別
を
立

て
ず
、
諸
行
往
生
此

の

下

に
攝

す
、
所
行

を
云

へ
ば
定
散

に
渉

る
。

機

を
云

へ
ば
膸
自
意
本
願
、
行

を
言

へ
ば
正
定
業

念
佛

の

一
行
、

此

の
上

に
於

て
三
心
四
修

五
念

を

明

す
。

行儀ぬ
靆
讖

傳

法
増
信
分

1

(機
、
行
、
解
、

證
、

信
)

信
ρ

(態 一 合 信 知)'

 

(綜

合
的
)

此
の
態
形
機
構

の
垂
示
こ
そ
、
宗
學
す
る
吾
等
末
徒
に
封
す
る

「
唯

一
の
賜
物
」
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

伺
ま
た
こ
こ
に

一
つ
の
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
事
は
冏
師
が
宗
乘
の
原
典
た
る
三
經

一
論
五
部
九
卷
等
の
上
に
於

て
、
實
體
、
化
用
、
實

義
、
教
門
の
四
義
苑
然
の
姿
を
垂
示
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
此
の
四
義
こ
そ
原
典
を
取
捌
く

一
の
範
疇
と
も
名
づ
け
得
べ
く
。
吾
等
が
原
典

に
封
し
漫
然
そ
の
用
意
な
き
時
に
は
其
の
内
容
把
握
に
困
惑
す
る
を
常
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
四
義
の
指
導

に
依
る
時
に
は
其
の
困

惑

忽
ち
解
淌
さ
れ
經
意
の
存
す
る
所
を
知
る
事
が
出
來
る
、
此
の
四
義
範
濤
の
指
導
こ
そ
、
實
に
吾
等
學
徒
に
貽

し
置
か
れ
た
る
至
寶
で

冏

師

を

語

る
(千
葉
)

r

五

一



盂
二

あ
る
。

(三
)

以
上
冏
師
の
業
蹟
洪
範
に
就
て
述
し
て
來
た
が
今
更
に
日
本
と
云
ふ
立
場
に
立
つ
て
覗
め
直
ゐ
た
時
に
は
、
そ
の
數
あ
る
業
蹟
の
中
で
、

先
づ
第

一
に
指
を
屈
す
る
の
は
、
冏
師
の
創
意
た
る
五
重
の
制
定
と
其
の
内
容
の
機
構
組
織
と
で

あ
る
。
從
つ
て
「
知
機
」
を
初
重
と
し
之

れ

に
配
す
る
書
傳
と
'し
て
往
生
記
を
採
用
せ
ら
れ
た
事
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。
五
重
の
制
定
は
佛
組
の
大
精
紳

に
基
く
實
踐
的
方
面
の

企
劃
、
確

か
に
隨
順
佛
教
、
隨
順
佛
意
、
隨
順
佛
願
の
コ
眞
佛
弟
子
L
た
る
基
礎
的
な
信
行
訓
練
、
換
言

せ
ば
眞

の
入
間
を
作
り
揚
げ
る
基

礎
的
な
機
構
組
織
で
あ
り
、
國
家
の
各
暦
各
部
に
通
す
る
臣
道
實
踐
の
基
礎
的
訓
練
で
あ
る
。
五
重
内
容
の
精
禪
、
元
よ
り
二
組
三
代
の

聖
意
に
外
な
ら
す
と
雖
も
、
其
の
實
踐
的
機
構
組
織
の
企
劃
と
是
れ
に
基
く
訓
練
の
實
施
は
冏
師
に
創
ま
る
。
冏
師
が
往
生
記
を
採
用
し

て
初
重
に
之
れ
を
配
せ
も
事
に
就
て
、
古
來
充
分
そ
の
内
意
を
窮
め
す
し
て
或
は
作
者
の
眞
僞
を
去
云
し
、
或
は
其
の
内
容
の
形
式
に
囚
は

れ

て
之
れ
を
輕
靦
し
、
選
擇
集
を
以
て
之
れ
に
代
慌
ん
と
企
て
し
人
も
あ
つ
た
。
叉
往
生
記
採
用
の
理
由
に
就

て
は
無
題
記
等
に
示
せ
る

読

以
外
に

一
歩
も
出
す
、
何
等
考
慮
も
拂
は
れ
な
い
有
樣
で
あ
る
が
、
吾

女
と
し
て
は
モ
ツ
ト
深
く
注
意
し
考
慮
を
拂

ふ
必
要
あ
り
と
思

は

れ
る
。
元
來
作
者
の
眞
僞
な
ど
は
學
問
の
上
に
於
て
は
之
れ
を
論
じ
充
分
檢
討
す
る
も
よ
い
が
、
宗
教
そ
の

も
の
の
實
際
的
立
場
、
信

行
訓
練
の
上
に
は
眞
僞
は
問
題
で
は
な
い
、
教
書
上
の
丈
字
の
指
導

は
、
恰
も
月
を
指
す
指
頭
に
過
ぎ
な
い
。
指

頭
の
細
大
醜
美
に
關
す

る
問
題
は
學
者
に
任
せ
置

い
て
、

要
ば
其
の
指
差
す
方
向
に
ょ
つ
て

月
を
覗
め
と
り
其
の

光
を
全
身
に
あ
び
れ
ば

ソ

レ
で
よ
い
の
で
あ

る
。
此
の
意
味
に
於
て
作
者
の
眞
僞
問
題
は
暫
く
預
り
お
く
事
と
す
る
。



さ
て
往
生
記
を
探
用
さ
れ
た
内
意
を
窺

ふ
に
先
立
つ
て
、
ま
つ
選
擇
集
と
往
生
記
と
の
立
場
を
考

ふ
れ
ば
、

選
擇
集
は
其
の
題
號
に
示

さ
れ
た
如
く
、
選
擇
本
願
念
佛
の
意
義
を
明
徴
に
し
、
願
意
に
順
す
る
生
活
實
踐
を
指
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
往
生
記
は
其
の
選
擇
本

願
念
佛
の
佛
意
を
機
の
事
實
の
上
に
示
し
て
、
吾
等
を
し
て
其
の
機
に
な
れ
か
し
と
の
指
導
で
あ
る
、
兩
者
そ
の
歸
結
た
る
南
無
阿
彌
陀

佛

の
實
踐
化
に
至
つ
て
は
相

一
致
し
て
居
る
が
、
往
生
記
の
如
く
是
れ
を
機
の
事
實
の
上
に
示
す
こ
と
は
理
解

の
煩
鎖
を
か
ら
す
し
て
端

的

に
領
納
出
來
る
の
で
あ
る
。
宗
教
の
要
諦
は
之
れ
を
腦
裡
の
理
解
に
留
め
す
し
て
、
其
の
實
踐
實
動
の
顯
現
に
あ
る
、
此
の
意
味
に
於

て
往
生
記
に
依
り
て
、

機
の
事
實
の
上
に
宗
義
を
知
り
機
の
實
際
事
實
の
上
に

彌
陀
の
願
意
を

呑
み
込
む
の
徑
捷
に
如
く
は
な
し
で
あ

る
。
冏
師
が
往
生
記
を
採
用
せ
ら
れ
し
意
ま
た
此
等
の
點
に
存
せ
し
事
と
思
は
れ
る
。

現
時
臨
戰
體
制
下
に
あ
る
吾

々
が
國
策
に
添

ふ
生
活
を
爲
す
べ
き
事
、
も
と
よ
り
論
す
る
ま
で
も
な
い
、
然

か
し
國
民
各
暦
を
通
し
た

る
實
際
的
事
實
相
の
現
歌
に
於
て
は
、
單
に
其
の
理
解
だ
け
に
留
ま
ら
す
し
て
其
の
實
踐
化
の
實
現
を
見
る
こ
と
相
當
困
難
な
問
題
で
あ

る
。
此
の
難
題
に
當
面
す
る
時
、
「
知
機
」
の
垂

示
に
よ
る
指
導
こ
そ
冉
實
に
其
の
難
題
に
樹
應
す
る
方
途
で
あ
り
、
激拔
本
塞
源
的
な
解
決

の
鍵
た
る
の
で
あ
る
。
是
れ
冏
師
が
現
代
に
樹
處
せ
る
吾
等
に
貽
さ
れ
た
る
尊
き
贍
物
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

茲
に
吾
等
は
冏
師
六
百
年
鮮
忌
を
迎
ふ
る
に
當
り
其
の
業
蹟
を
追
想
し
以
て
報
恩
感
謝
の
意
を
挺
け
る
次
第

で
あ
る
。
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